
事業報告

子どもゆめ基金２０周年記念事業

「ばんだい自然体験プログラム」

○事業趣旨

小学生を対象に、自然物や自然環境を活用した体験活動を通して、新しいことへ挑戦し、自分の力で課題を

解決しようとする態度を養うとともに、達成感や成就感を味わわせ、自然に親しむ態度を育む。

○期日・参加者・内容・概要

ばんだい自然体験プログラム①

期日：令和３年１０月１６日（土）～１０月１７日（日）１泊２日

日程：

参加：福島県内の小学５・６年生 ５名

内容：アイスブレイク、自然体験ゲーム、野外炊飯、磐梯山プチ登山等

概要： 初日の昼のプログラムでは、自然体験ゲームを行った。子供達は、施設

内の森林の中で様々なゲームをしながら、赤く染まった木の実や葉っぱを

楽しそうに拾う姿が見られ、一人一人が季節を感じながらとっておきの秋

を発見することができた。夕食の野外炊飯では、秋の味覚を満載に盛り込

んだシチューと焼き芋を堪能した。参加者同士で協力して手際よく準備す

ることができた。その後実施したナイトハイクでも普段味わうことができ

ない夜の自然の魅力を味わうことができた。

２日目は、あいにくの雨模様となったためプログラムを変更し、プチ登山

の代わりに森のクラフトを実施した。集中して作品作りに取り組む姿が見

られ、子供達は自由な発想力で素敵な作品を完成させた。１０時頃に雨が止んだため、プチ登山のコー

スを短縮したハイキングを実施した。栗やドングリ、キノコなどを見つけながら楽しく歩くことができ

た。寒い中ではあったが、外でたくさんの活動を行い、秋の自然を満喫した 2 日間だった。

※本事業は全２回で実施予定であったが、新型コロナウイルス感染拡大に伴い、２回目は中止となった。

○成果と課題○

＜成果＞

〇 自然体験ゲームやアウトドアクッキングなどを通じて、自然の魅力を子供たちに伝えることができた。ま

た活動を通じて、新しいことへ挑戦したり、様々な参加者と関わる中で自分の力で課題を解決しようとした

りする姿勢が見られた。

○ 参加者対象に行った事業終了後のアンケートでは、すべての項目で「とてもよい」または「よい」という

回答が得られ、高い満足度であった。

＜課題＞

〇 磐梯山プチ登山を企画したが、荒天のためプログラムを変更する必要があった。今後、どの教育事業でも

荒天時に対応できるプログラムを施設全体で複数準備していく必要があると感じた。

【第１回】令和３年１０月１６日（土）～１０月１７日（日）

【参加者】小学校５～６年生

【場 所】国立磐梯青少年交流の家 他
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